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文部科学省交付金により事業を行い、完成工期を学校運営に合せた事業計画とする。

継続

コメント

コメント

児童の安心・安全な教育環境整備のため、校舎の耐震化と通学
区域別に児童・生徒の増加地域や少子化にも対応でき、学校の
適切な規模による事業計画が可能。

計画に基づく早期完成にむけて努力されたい。

今後の方向性

今後の方向性

継続★★★★

平成17年度

継続

御殿場小学校校舎改築工事（A棟）・監理業務委託（A棟）
御殿場小学校仮設校舎借上業務（昇降口、給食受領室、渡廊下）

改革により予
想される成果

平成２０年度完成予定の御殿場小学校区での平成２1年度以降予想される児童数の増加にも対応でき、児童の安心・
安全な教育環境整備がなされた学校施設が完成する。

平成19年度か
らの対応

御殿場小学校改築事業は現在整備中のＢ棟は平成1９・２０年の2ヵ年事業なので、現在の計画で事業を進める。

平成20年度以
降の対応

建築物の現状調査を行い、基本設計を作成して効率的に事業を進める。（西中学校２棟、御殿場小学校４棟、高根
中学校２棟、玉穂小学校７棟，原里小学校５棟、印野小学校５棟）

一次評価

平成16年度
御殿場小学校実施設計業務委託(A棟）
西中学校渡廊下建設工事・監理業務委託

平成18年度

●評価指標

●事務事業の評価

事務事業名
所  管

手　段
（どのようなや

り方で）

事務事業の背
景・住民の意向

成　果
（どのような状
態にしたいか）

対　象
（誰・何を）

整理番号 11212-010

教育総務課　施設スタッフ

小・中学校校舎改築事業

政　策 1-1-2　少年期の教育の充実（小中学校）

●事務事業の位置付け

期間

基本計画におけ
る位置付け

基本政策

根拠法令・要綱等 地震財特法、耐力度調査

2-5-2　地震対策の推進関連
政策

御殿場小学校校舎改築工事（A棟）・監理業務委託（A棟）
御殿場小学校仮設校舎借上業務（２－１、２－２、３号校舎分）・
実施設計（B棟）

事務事業実績

小・中学校児童・生徒・教職員
耐震診断結果により、IＳが0．3未満で耐震補強が、困難な構造のもの
施設の老朽化により改築工事が適切な校舎

●事務事業の実績・投入コスト

見直し改善の
経過

年度

1-1　　心豊かな人づくり

●事務事業の内容

快適な教育環境と安全性の確保

昭和５６年度の建築基準法改正に伴う新耐震設計により、それ以前に建築された校舎・屋内運動場の内経年劣化が
著しく、文部科学省基準の耐力度調査により点数が、５，０００点以下の危険建築物の改築。（２０年度以降調査
分は、４，５００点以下）

老朽化及び耐震化に伴う校舎改築により児童の安全性と環境の整備を図る。
目　的

（何のために）

観点別・一次評価（担当部署の評価）

二次評価（行政評価委員会の評価）

●改革プラン

二次評価 ☆☆☆☆

★★★★

★★★★
★★★観点別評価
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